
別紙資料

＜特養公募選定及び開発許可の手続の流れ＞ 

   【保健福祉局】             【都市計画局】

公募仮選定

※１ 市街化区域内の特養整備と同様，併せて建築確認等の他の法令に基づく許可

を得ることが必要です。 

※２ 京都市高齢者施策推進協議会での公募仮選定をもって，京都市開発審査会で

の了承が得られることを保証するものではありません。 

※３ 手続に要する期間は目安です。申請書類等の補正期間は含みません。 

特養整備・運営する事業者候補者

の公募の受付

開発許可の事前相談の受付

京都市高齢者施策推進協議会ワーキ

ンググループにおける提案内容の審

査

＜第１段階＞

 市街化調整区域における案件につ

いて，要件を満たしているかを審査 

＜第２段階＞ 

 第１段階の審査に合格した案件に

ついて，事業者の実績及びサービスの

質の確保等を審査 

約
２
か
月
程
度

開発許可申請及び審査

特 養 の 整 備 事 業 の 開 始

約
７
か
月
程
度

事前審査

開発審査会への付議及び承認

開発許可選    定

※ 開発許可の手続きは，他の

開発審査会案件と同様に市

街化調整区域内で許可でき

るものであるかを審議

※ 道路や下水道等が既に整備され

ており，市街化の促進のおそれ

がない場所か等を確認


